On Changing the Names of the Gyoji by 根間 弘海
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1 昭和以降の行司については、特に 29 代庄之助にお世話になった。ここに改めて感謝の意を
表する。 





















(a) 初土俵：S39.4。 (b) 地位：三役格（現在は伊之助）。 
(c) 改名年月：H19.9。 (d) 前名：与之吉。 
(e) 名前の所属：全体所属。 (f) 代数：10 代目。 
(g) 改名の理由：師匠が勘太夫（6 代、後の 26 代庄之助、井筒部屋）だっ
た。 
(h) 改名を勧めた方：三役格昇進後、8 代勘太夫（後の 30 代伊之助、井
筒部屋）。 



























(a) 初土俵：S40.7。 (b) 地位：三役格。 
(c) 改名年月：H18.5。 (d) 前名：信孝。 
(e) 名前の所属：一門所属。 (f) 代数：5 代目。 
(g) 改名の理由：三役格になったら改名したほうがよいという話があっ
た。 
(h) 改名を勧めた方：平成 19 年 3 月ごろ、29 代庄之助親方より。 
(i) その他：先代と語ったこともあり、名前をよく知っている。しかし、
それに改名しようとは思っていなかった。 
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コメント： 
(a) 信孝から玉光に改名したのは、本人の希望ではなく、先輩行司の 29 代庄之
助の勧めによるものである。前名信孝は気に入っていて、三役格でもそれで
行きたかったが、先輩行司から三役格に相応しい名前にしたほうがよいと言
われ、それに従ったという。29 代庄之助は玉光と重政の 2 つを推薦したが、
先代玉光（4 代）にお世話になっているので、玉光を選んだという。 




すれば、現在の玉光は、確か、4 代目である。昭和 2 年以降は 16 代玉之助（大
阪行司、本名：清水）、25 代庄之助、放駒部屋の行司（幕内格、本名：多田）




























(a) 初土俵：S40.7。 (b) 地位：三役格。 
(c) 改名年月：H15.1。 (d) 前名：玉治郎。 
(e) 名前の所属：一門所属。 (f) 代数：10 代目。 
(g) 改名の理由：幕内に昇進したから。 








(b) ヒゲの伊之助が昭和 26 年 5 月、庄三郎から式守伊之助になってから、昭和











(a) 初土俵：S50.3。 (b) 地位：幕内格。 
(c) 改名年月：H18.1。 (d) 前名：吉之輔。 
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(e) 名前の所属：他の一門所属4。 (f) 代数：11 代目。 
(g) 改名の理由：幕内昇格。 























                                                          
4 宮城野部屋に属しているので、式守姓は「他の一門」として理解したようだ。錦太夫は特定
の一門に所属するのではなく、全体に所属している。 
5 28 代庄之助の師匠は 20 代庄之助（松翁）で、この 20 代庄之助は長い間錦太夫（3 代）を名
乗っていた。28 代庄之助は錦太夫（8 代）を名乗り、29 代庄之助も 28 代伊之助になる前、錦
太夫（9 代）を名乗っていた。10 代錦太夫（つまり先代の錦太夫）は平成 17 年 5 月場所後に
退職したが、2 年後の平成 19 年 2 月に亡くなった。 
改名した行司に聞く 




(a) 初土俵：S51.3。 (b) 地位：幕内格。 
(c) 改名年月：H15.1。 (d) 前名：雅之助。 
(e) 名前の所属：一門所属。 (f) 代数：6 代目。 
(g) 改名の理由：師匠の 27 代庄之助親方の前名。 














(a) 初土俵：S55.1。 (b) 地位：幕内格。 
(c) 改名年月：H19.1。 (d) 前名：善之輔。 


































                                                          
6 平成 19 年 1 月に庄太郎を継いでいるが、その 1 年ほど前にすでに決まっていたという。先
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(7) 与太夫（高島部屋、立浪一門） 
(a) 初土俵：H59.7。 (b) 地位：幕内格。 
(c) 改名年月：H21.1。 (d) 前名：錦之助。 

























                                                          
7 与太夫は時津風一門の所属のように受け取られる節があるので、この選択肢を選んだようだ。
実際は、式守姓であれば、誰でも与太夫を継げるので、全体所属に分類するのが正しい。 
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(8) 鬼一郎（桐山部屋、立浪一門） 
(a) 初土俵：H2.5。 (b) 地位：十両格。 
(c) 改名年月：H18.3。 (d) 前名：脩。 
(e) 名前の所属：全体所属。 (f) 代数：6 代目。 
(g) 改名の理由：十両格昇進の時。 
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鬼一郎は固定した地位の名前でないので、本人の決断次第である。 
(9) 朝之助（高砂部屋、高砂一門） 
(a) 初土俵：H3.3。 (b) 地位：十両格。 
(c) 改名年月：H20.1。 (d) 前名：勝次郎。 
























(e) 誠道という名の由来に関して、12 代伊之助（前名：小市、2 代目誠道）が『春
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(a) 初土俵：H3.11。 (b) 地位：十両格。 
(c) 改名年月：H21.1。 (d) 前名：誠二。 
(e) 名前の所属：一門所属。 (f) 代数：3 代目。 
(g) 改名の理由：先代光之助の付け人を 10 年以上していて、3 年ほど前
からその名前を継ぎたいと思っていた。 











































                                                          
8 本稿では扱わないが、木村正直は朝日山部屋所属である。他にも特定の部屋と結びついた行
司名はあるかもしれない。 





























































































みると、大体 2 つに分けられる。 
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木村庄之助（22 代）・前原太郎、昭和 32 年、『行司と呼出し』、ベースボール・マガジ
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ン社. 







日本相撲協会博物館運営委員会（監）、昭和 50 年～56 年、『近世日本相撲史』（第 1 巻
～第 5 巻）、ベースボール・マガジン社. 
根間弘海、1998、『ここまで知って大相撲通』、グラフ社. 
根間弘海、2004、「行司の改姓」『専修大学人文科学研究所月報』第 211 号、pp.9-35. 
根間弘海、2005、「行司の改名」『専修大学人文科学研究所月報』第 218 号、pp.39-63. 
根間弘海、2005、「由緒ある行司名」『専修大学人文論集』第 76 号、pp.67-96. 
根間弘海、2006、『大相撲と歩んだ行司人生 51 年』、33 代木村庄之助と共著、英宝社. 
根間弘海、2007、「幕下格以下行司の階級色」『専修経営学論集』第 84 号、pp.219-40. 
根間弘海、2008、「立行司の階級色」『専修人文論集』第 81 号、pp.67-97. 
根間弘海、2008、「明治 43 年以前の紫房は紫白だった」『専修経営学論集』第 87 号、
pp.77-126. 
根間弘海、2008、「明治 43 年以降の紫と紫白」『専修人文論集』第 83 号、pp.259-96. 
根間弘海、2009、「昭和初期の番付と行司」『専修経営学論集』第 88 号、pp.123-57. 
根間弘海、2009、「番付の行司」『専修大学人文科学年報』第 39 号、pp.137-162. 





















1. あなたの直前の行司名（           ） 
2. 受け継いだ名前は次のうち、どれですか。 
a. 自分の部屋所属  b. 一門所属  c. 他の一門所属  d. 全体に所属 
3. 受け継いだ名前は何代目に当たると行司仲間や部屋関係者は言っていますか。
（   ）代目 
4. 受け継いだ名前と地位に違和感がありましたか。 

















































を快く許可してくださった 29 代庄之助以降の歴代庄之助に心より感謝の意を表する。 
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資料 2：春日野部屋庄太郎代々リスト 
 襲名期間 来歴 
初代 正徳 3 年（1713）～享保 3 年（1718） 木瀬庄太郎→正蔵→庄太郎→ 
5 代庄之助 
2 代 寛延 3 年（1750）～宝暦 4 年（1754） 荒助→庄九郎→庄太郎→6 代庄之助
3 代 宝暦 7 年（1757）～明和 7 年 11 月（1770） 七次郎→庄太郎→7 代庄之助 
4 代 安永 5 年 10 月（1776）～寛政 11 年 11 月（1799） 七次郎→庄太郎→8 代庄之助→ 
喜左衛門→松翁庄之助 
5 代 寛政 12 年 4 月（1800）～文政 7 年 5 月（1824） 喜八→喜代治→庄太郎→9代庄之助→
木村瀬平→10 代庄之助（再） 
6 代 文政 7 年 10 月（1824）～天保 4 年 2 月（1833） 正助→庄太郎→11 代庄之助 
7 代 天保 14 年 10 月（1843）～天保 15 年（1844） 正蔵→禎蔵→庄太郎→正蔵→ 
12 代庄之助 
8 代 弘化 4 年 2 月（1847）～嘉永 3 年（1850） 竜五郎→庄太郎 
9 代 嘉永 6 年 11 月（1853）～万延 2 年 2 月（1861） 庄九郎→庄太郎→年寄中立 
10 代 文久 3 年 7 月（1863）～明治 9 年 4 月（1876） 留吉→喜代治→庄太郎→14 代庄之助
11 代 明治 20 年 5 月（1887）～明治 26 年 5 月（1893） 多司摩→庄太郎→年寄藤島 
12 代 明治 31 年 5 月（1898）～明治 38 年 5 月（1905） 亘→庄太郎（現役没） 
13 代 昭和 22 年 6 月（1947）～昭和 34 年 11 月（1959） 喜太郎→善之助→善之輔→庄太郎 
14 代 昭和 38 年 3 月（1963）～平成 4 年 10 月（1994） 英三→善之輔→庄太郎→27 代伊之助
15 代 平成 19 年 1 月（2007）～ 春夫→善之輔→庄太郎 
 
コメント： 
この「庄太郎代々」は平成 21 年 1 月場所初日（1 月 11 日）行司部屋に改名の調査
で行ったとき、現在の庄太郎から手渡されたものである。代々の庄太郎がその都度追
加した基本帳のようなものがあるのかと質問をすると、そのようなものは残っていな
いということだった。この「庄太郎代々リスト」は先輩の 14 代庄太郎（後の 27 代伊
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(a) 初代から 3 代までの襲名期間がこの「庄太郎代々リスト」では明確になって
いるものがある。たとえば、初代は、『人物大事典』では正徳 3 年から享保年
間となっているが、この「庄太郎代々リスト」では正徳 3 年から「享保 3 年
まで」となっている。つまり、「享保年間」と「享保 3 年」という違いである。 
(b) 2 代は、『人物大事典』では「宝暦 3 年まで」となっているが、この「庄太郎
代々リスト」では「宝暦 4 年まで」となっている。わずか 1 年の違いしかな
いが、なぜこのような違いがあるのだろうか。手続き上の問題以外に他の問
題があるかもしれない。 
(c) 5 代は、『人物大事典』では「文政 7 年正月まで」となっているが、この「庄
太郎代々リスト」では「文政 7 年 5 月まで」となっている。これは手続きの
問題かもしれないが、番付に基づくのであれば「同じ年月」のはずである。 
(d) 7 代は、『人物大事典』では「天保 14 年 10 月」とだけ記入されているが、こ
の「庄太郎代々リスト」では「天保 14 年 10 月から天保 15 年」となってい
る。つまり、襲名期間が明確になっている。「何月」までだったかは、記入さ
れていない。「庄太郎」から「正蔵」の間で、「庄之助」を一場所名乗ってい
                                                          
10 どんな資料を参考にしてこの「庄太郎代々リスト」を作成したかは分からないらしい。襲名
期間が記されているので、何かの資料を参考にしたことは間違いない。 
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るので、その「来歴」のせいで襲名期間が曖昧になっているかもしれない11。 




(f) 14 代は、『人物大事典』では「平成 6 年 11 月まで」となっているが、この「庄
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・先代光之助（2 代）：H13.1~17.11（後の 34 代伊之助） 



















(j) 北の湖部屋（55 代横綱・北の湖）：行司・木村勘九郎（幕下格） 










(f) 峰崎部屋（元前頭 2・三杉磯）：行司・木村堅治郎（十両格） 
改名した行司に聞く 








(l) 芝田山部屋（62 代横綱・大乃国） 











(f) 八角部屋（61 代横綱・北勝海） 
※高田川部屋（元大関・前の山）：行司・木村和一郎（幕内格）／木村勝之助（見
習い） 
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(17) 木村堅治郎（峰崎部屋、ニ所ノ関一門） 
式守志豊（佐渡ケ嶽部屋、ニ所ノ関一門） 
(18) 木村要之助（東関部屋、高砂一門） 
木村達之助（境川部屋、出羽海一門） 
(19) 式守鬼一朗（桐山部屋、立浪一門） 
式守友和（友綱部屋、立浪一門） 
(20) 木村朝之助（高砂部屋、高砂一門） 
木村悟志（高砂部屋、高砂一門） 
(21) 木村隆男（鳴戸部屋、ニ所ノ関一門） 
木村隆之助（鳴戸部屋、ニ所ノ関一門） 
(22) 木村光之助（花籠部屋、ニ所ノ関一門） 
木村照一（木瀬部屋、出羽海一門）／（見習）木村一馬（花籠部屋、ニ所ノ関
一門） 
